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中
期
計
画
の
策
定
と
浸
透
を
支
え
る

部
署
の
重
要
な
役
割
が
、
ト
ッ
プ
の
意

向
を
現
場
に
、
現
場
の
声
を
ト
ッ
プ
に

伝
え
る
こ
と
。そ
れ
を
全
う
す
る
に
は
、

双
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
文
理
大
学
学
長
室
の
メ
ン
バ
ー
は
、

副
学
部
長
や
次
長
な
ど
上
に
も
下
に
も

話
が
通
じ
る
N
ｏ
．２
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。「
普
段
か
ら
各
部
の
企
画
相
談

に
の
る
こ
と
で
、
学
長
室
が
言
う
な
ら

し
か
た
な
い
ね
、
と
い
う
空
気
感
を
現

場
が
持
っ
て
く
れ
て
い
る
」（
吉
村
充

功
学
長
室
長
）。
ま
た
、ト
ッ
プ
と
現
場
、

教
員
と
職
員
と
で
は
同
じ
取
り
組
み
で

も
見
え
る
景
色
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、

伝
え
る
相
手
に
合
わ
せ
適
任
者
が
説
明

し
て
い
る
と
い
う
。
北
陸
大
学
で
は
計

画
の 〝
司
令
塔
〞
と
し
て
企
画
部
を
新

設
。
指
揮
を
執
る
木
下
雅
之
企
画
本
部

長
は
、
教
務
畑
の
出
身
だ
。「
法
人
の

管
理
部
門
だ
け
で
や
る
と
、
教
員
か
ら

教
学
に
疎
い
と
思
わ
れ
て
う
ま
く
い
か

な
い
。
中
期
計
画
は
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
し
く
み
づ
く
り
が
核
と
な
る
た

め
、
教
学
の
肌
感
覚
が
あ
る
人
を
入
れ

た
」。
初
の
計
画
策
定
と
あ
っ
て
学
内

に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
た
め
、
最
初
か
ら

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
は
難
し
い
と
判
断
し
、

企
画
部
が
計
画
の
原
案
を
つ
く
っ
た
。

　
一
方
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
つ
く
っ
た

前
計
画
が
現
場
に
浸
透
せ
ず
、
ト
ッ
プ

と
現
場
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
す
る
形
に
切
り
替
え
た
二
松

学
舎
大
学
で
は
、「
実
行
す
る
の
は
現

場
。
自
分
た
ち
は
調
整
役
と
し
て
現
場

の
や
る
気
を
高
め
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
る
」（
島
田
企
画
・
財
務
課
長
）。
同

様
に
現
場
主
導
で
次
期
計
画
を
策
定
中

の
東
北
学
院
大
学
企
画
課
は
「
希
望
者

全
員
参
加
の
中
期
計
画
策
定
説
明
会
を

行
う
、
学
内
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
求
め
一
つ
ひ
と
つ
の
声
に
返
答
す
る

な
ど
、
現
場
の
参
画
を
促
す
サ
ポ
ー
ト

に
注
力
し
て
い
る
」（
須
田
充
彦
企
画

課
課
長
）。

　
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
に
は
、
現

場
を
巻
き
込
み
、
計
画
へ
の
納
得
度
を

高
め
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で

多
く
の
主
管
部
署
は
、
教
職
員
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
や
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
を
主
宰
し
て

い
る
。
龍
谷
大
学
は
、
本
年
度
開
始
し

た
計
画
の
原
案
作
成
を
20
〜
40
代
の
教

職
員
が
担
っ
た
。「
責
任
世
代
が
将
来

を
議
論
す
る
〝
文
化
〞
を
学
内
に
根
づ

か
せ
た
い
と
考
え
た
」
と
語
る
の
は
東

澤
雄
二
学
長
室
長
。
さ
ら
に
、
希
望
す

る
教
職
員
は
全
員
参
加
で
き
る
Ｗ
Ｓ
、

各
部
局
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
全

教
職
員
が
「
計
画
策
定
に
携
わ
っ
た
」

と
言
え
る
状
態
を
め
ざ
し
た
。

　
北
陸
大
学
の
Ｗ
Ｇ
は
、
メ
ン
バ
ー
構

成
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
。「
組
織
力
が

な
い
と
変
化
に
対
応
で
き
な
い
。
多
様

な
視
点
を
得
ら
れ
る
の
も
本
人
の
成
長

に
つ
な
が
る
」（
木
下
本
部
長
）
こ
と

か
ら
、
幅
広
い
年
齢
層
、
女
性
や
専
門

外
の
者
も
必
ず
入
れ
、
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

や
所
属
を
超
え
た
議
論
を
促
し
て
共
同

体
チ
ー
ム
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
よ
く
も
悪
く
も
、
多
彩
な
意
見
が
出

て
議
論
が
ま
と
ま
り
に
く
い
の
が
大
学

組
織
。
い
か
に
し
て
ベ
ク
ト
ル
を
そ
ろ

え
る
か
、主
管
部
署
の
腕
の
見
せ
所
だ
。

議
論
の
土
台
に
な
る
の
が
、
フ
ァ
ク
ト

だ
。
東
北
学
院
大
学
の
学
長
室
Ｉ
Ｒ
課

で
は
、
次
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

議
論
の
出
発
点
と
な
る
各
部
署
の
デ
ー

タ
を
集
め
、
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
た
。「
特
に
学
生
募
集
の
経
年
推
移

や
詳
細
な
状
況
を
客
観
的
に
示
す
こ
と

が
重
要
。
20
年
後
の
外
部
環
境
と
大
学

の
将
来
像
の
共
有
が
、
改
革
意
識
の
醸

成
に
つ
な
が
っ
た
」（
齋
藤
渉
学
長
室

Ｉ
Ｒ
課
課
長
補
佐
）。
同
部
署
で
は
法

人
の
企
画
課
と
共
に
、
適
切
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ

の
設
定
に
つ
い
て
も
取
り
組
む
。ま
た
、

文
科
行
政
の
動
向
も
方
向
性
を
決
め
、

改
革
を
促
す
土
台
と
な
る
。「
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
答
申
や
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
指
針
を
、
改
革
の
御
旗
と
し
て
活
用

し
た
」（
日
本
文
理
大
学
）、「
日
ご
ろ

か
ら
文
科
行
政
の
情
報
を
集
め
て
会
議

資
料
に
必
ず
盛
り
込
み
、
納
得
度
を
高

め
て
い
る
」（
北
陸
大
学
）。

　
た
と
え
素
晴
ら
し
い
計
画
が
で
き
て

も
、
財
務
の
裏
付
け
な
し
で
は
絵
空
事

で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
二
松
学
舎
大
学

の
よ
う
に
財
務
も
担
う
企
画
課
が
主
管

部
署
に
な
る
ほ
か
、
日
本
文
理
大
学
の

よ
う
に
、
学
長
室
が
「
予
算
あ
り
き
で

は
な
く
、
計
画
に
あ
わ
せ
、
予
算
の
使

い
方
を
変
え
る
よ
う
各
部
に
提
案
す

る
」
役
割
を
担
う
手
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ト
ッ
プ
と
現
場
を
つ
な
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
結
節
点

若
手
、Ｗ
Ｇ
、縦
割
打
破…

「
み
ん
な
で
進
め
る
」工
夫

拡
散
し
が
ち
な
議
論
を

ど
う
や
っ
て
ま
と
め
る
か

中
期
計
画
の
策
定
、浸
透
を
担
う
、

学
長
室
や
企
画
部
な
ど
の
部
署
。

こ
こ
で
は
、主
管
部
署
の

動
き
に
焦
点
を
あ
て
、

P
．20
〜
29
で
紹
介
す
る
大
学
の

工
夫
を
拾
い
上
げ
る
。

「
み
ん
な
で
進
め
る
」要
は
コ
コ
に

学
長
室
／
企
画
部
の
現
場
REPORT

中期計画の
主管部署

計画内
での
位置付け

法人事務局庶務部企画課、
学長室ＩＲ課 企画部 企画・財務課 学長室（企画推進）、ＩＲ室 学長室

・策定前に現場の意見を吸い上げ、計画の浸
透に努める

・20年後の大学を担う若手教職員をＷＧメンバーに
・学長室ＩＲ課のサポートによる、データやエビデ

ンスに基づいた検討、決定
・主体性を持たせるため、実行計画や予算、KPI

は現場が作成し、調整する

・最初からボトムアップでやろうとすると議論が拡
散する。まずは全体を俯瞰できる部署（企画
部）が原案をつくる

・主体的な行動を促すために、努力すれば達成可
能なKPIを設定し、実行計画は現場が作成する

・WGはより多く、多様な人に参加してもらい、大
学の未来を担う意識を醸成する

・KPIの達成度やベンチマーク校との比較を全
教職員に公開

・格付け機関に財務状況のチェックを依頼。計
画実現の財政的な基盤を固める

・事務局はあくまで裏方なので、前面に出ないよ
うにする

検討メンバーや学内構成員の主体性を喚起することを重
視。学内全構成員が計画を“自分ごと”化することを目的に、
若手教職員による将来構想タスクフォースを設置。また全教
職員や学生から意見を募るワークショップを実施

・「学長室」は教職協働の組織として、（事務組織ではなく）
大学組織の中に設置

・各学部の副学部長や事務方の次長など、各部局のNo.２
が兼務。トップと現場の橋渡し役を務めている

・マスタープラン（５年）の策定
・各部局におけるアクションプラン（１年）策定の推進・支援
・アクションプランの中間報告会（夏）、審査会（年度末）を

開催
・各部局に予算の使い方を提言

・中長期計画策定、運営の事務局を務める。各会議体の
課題整理、情報収集、アジェンダの設定などを支援

・進捗管理・事業検証作業（年２回）の推進
・現状は学長室（企画推進）が、ＩＲ室を兼務。将来構想タ

スクフォース等に情報を提供

・中長期計画策定、運営の事務局を務める。部
課別アクションプランの策定支援、進捗管理
などを支援

・KPIダッシュボードの管理
・財務担当として、キャンパス整備計画の推進、

財政基盤の維持など

・中期計画策定、進捗管理の事務局を務める。各会
議体の課題整理、アクションプランなどの策定を支援

・法人や執行部の意向をまとめ、推進、進捗管
理のしくみをつくる

・現状把握のための情報収集と提供
・キックオフ説明会実施
・進捗報告書の作成と全教職員に公開

・大学の将来像の明示
・20年後を担う教職員による中間検証推進
・現状把握のための各種データ提供、それに基

づく提案
・パブリックコメントの募集
・中期計画説明会実施

中期計画
における
役割

業務
遂行上の
工夫点

支援

情報提供

トップの意向 現場の状況

マスタープランの策定

各部局各部局 各部局

中間検証、
方針、KGI、
策定方法

重点項目、
KGI、KPI策定

アクション
プラン策定、
進捗確認

常任理事（総務担当）
法人事務局庶務部企画課

理事会

企画部

常任理事会

情報提供
提案WG WG WG

実行計画、
KPI、予算

理事会

長期ビジョン・中期計画策定委員会

理事 理事 理事 理事 理事 理事

WG WG WG WG WG

WG WG WG WG WG

WG

教学運営
協議会

学内会議体
アクションプラン推進管理委員会、

二松学舎政策会議、
常任理事会等

将来構想タスクフォース

学長
学長

大学将来構想委員会

アクションプラン、KPIの共同策定アンケート、パブリックコメント、説明会

学長室
※教職協働組織

伝達
学長室
IR課

事務局

ＩＲ室
学長室（企画推進）

日本文理大学龍谷大学二松学舎大学北陸大学東北学院大学
学生数：約11100人  学部数：６学部 学生数：約2600人  学部数：４学部 学生数：約3000人  学部数：２学部 学生数：約20000人  学部数：９学部 学生数：約2500人  学部数：２学部

トップの意向 現場の状況

事務局

企画・財務課

支
援

情
報
提
供

（
K
P
I
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
等
）


